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Ｃ－０６２ 東アジアの植生に対するオゾン濃度上昇のリスク評価と農作物への影響予測に関す

る研究  

（５）東アジアのオゾン濃度上昇が農作物に及ぼす影響の予測 
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［要旨］中国江蘇省江都市近郊で、コムギとイネを対象にした世界最初の開放系オゾン暴露実験

を行った。コムギのオゾン暴露期間の日中7時間平均オゾン濃度は、外気区の55 ppb（2007年）/ 54 

ppb（2008年）に対して、オゾン増加区は73 ppb（2007年）/ 66 ppb(2008年)と、ほぼ32 ％（2007

年）/ 23 %(2008年)の濃度上昇であった。オゾン濃度上昇により、コムギの収量は2年間平均で

17-27% 減尐したが、主な原因は粒重の低下であった。収量へのオゾンの影響に品種間差はなかっ

たが、粒重の低下には品種間差が見られた。イネの実験は、日本型品種1、インド型品種1、ハイ

ブリッド品種2の計4品種で行った。田植え2週間後から成熟期までの日中7時間平均オゾン濃度は、

外気区の42 ppb（2007年）/ 38 ppb (2008年)に対して、オゾン増加区は52 ppb（2007年）/ 47 ppb

（2008年）とほぼ23 ％の濃度上昇であった。この結果生じた減収に、品種間で弱い有意差が見ら

れ、ハイブリッド品種（2品種平均で約19％）は有意であったが、通常品種は有意でなかった。品

種間差は１穂あたりモミ数の減尐で明瞭で、ハイブリッド品種の減尐のみが有意であった。この

ように、開放系実験の結果は従来よりも大きな減収を示し、特にハイブリッド・イネ品種の減収

が明らかに大きかった。実験結果に基づいて、2000年から2020年へのオゾン濃度上昇で生じる減

収量を見積もったところ、コムギでは中国の生産量が17％、インドの生産量が16%減尐するが、日

本の生産量減尐は2% 程度と推定された。これらは、従来方法での見積もり（中国が7%、インドは

8%のいずれも減収）よりもかなり大きい。同様に、2000年を基準にした時の2020年のイネの減収

は、従来の推定方法では約3％に過ぎないが、開放系実験結果からは、ハイブリッド品種で40％以

上、通常品種でも15％以上と推定された。予測されるオゾン濃度上昇が開放系実験処理を上回る
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ため、見積もりの信頼度は高くないが、ハイブリッド品種で20%をかなり超える減収が生じる可能

性は高い。今後、実験を続けて推定精度を高める一方で、影響軽減対策を急ぐ必要がある。 

 

［キーワード］オゾン、イネ、コムギ、収量、開放系実験 

 

１．はじめに 

 東アジアでは、窒素酸化物等の放出量増大にともなって地表オゾン濃度が上昇しつつあり、農

作物の収量を今後大きく減尐させる可能性がある（Wang & Mauzerall, 2004）。ところが、オゾ

ンが農作物に及ぼす影響について、従来ほとんどの研究がアメリカやヨーロッパで行われており、

アジアにおける研究蓄積は極めて尐ない。イネはアジアで最重要の農作物であり、世界でも3大農

作物の1つであるが、鉢植えでなく実際の水田に植えられた植物を使った報告は、今までに世界で

１つしかない（Kobayashi et al., 1995）。また、コムギについては、アメリカで行われた実験

結果に基づいて、東アジアにおける減収が予測されているが、環境が大きく異なるアジアへの適

用には疑問がある。例えば地中海地方は、オゾン濃度がヨーロッパの他の地域よりも高いが、乾

燥した気候のため気孔が閉じ気味で、植生へのオゾン吸収量は他地域よりも尐ない。農作物への

影響は、オゾン濃度よりもオゾン吸収量に依存するので、北ヨーロッパの実験で得たオゾン濃度

と減収率の関係を、そのまま南ヨーロッパに適用すれば過大推定になる。オゾンによる農作物の

減収は、オゾン吸収量以外にも多くの要因によって変化することが知られており、研究対象地域

での圃場実験が必要不可欠である。本研究では、開放系実験によって他の要因の効果も含んだオ

ゾンの影響を観測することにより、ほぼ現実の圃場で生じるオゾンの影響を観測し、その結果に

基づいて、近い将来に東アジアで生じるオゾン濃度上昇の影響を見積る。 

 

２．研究目的 

本サブ課題では、他のサブ課題で開発された手法を利用して、オゾン増加程度と減収率の関係

を実験的に明らかにし、それを用いてオゾンの影響予測を行おうとする。アジアの農作物として

の重要性と、過去の研究の尐なさからイネを対象とし、オゾンに対する感受性と農作物としての

重要性から、コムギをもう一つの対象とする。これら農作物について、開放系でのオゾン暴露（オ

ゾンFACE）実験を実施して、オゾン増加程度と生長・収量の関係を明らかにする。その際、でき

るだけ広い範囲の品種を用いることで、結果の適用性を高めるとともに、オゾンの影響に品種間

で差があるかどうかを明らかにする。 

 

３．研究方法 

 2007年と2008年の2年間実験を行った。以下、2007年を基本として、2008年について異なる場合

にのみ《》内に記す。 

（１） 開放系オゾン暴露実験装置 

 開放系オゾン暴露実験装置を、中国江蘇省 江都市 小紀鎮の農家圃場（32° 35′5″N , 119° 42′0″E）

に設置した。同圃場では、イネと冬コムギ（あるいはナタネ）の2毛作が1000年以上にわたって行

われてきた。圃場の3か所《4か所》に高濃度のオゾンを放出する装置を設置し、オゾン濃度増加

区（E-O3）とした。また同じく4か所を外気区（A-O3）とし、オゾンを放出しない以外はE-O3区と
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同一とした。E-O3区からのオゾンの移流の影響を避けるために、各E-O3区と他の区とは70 m以上

離して設置した。E-O3区に置いたオゾン放出装置（以下オゾンリング）は、8本のABSプラスチッ

クパイプを差し渡し14 ｍの正8角形状に組み合わせたもので、パイプに開けた小孔から、高濃度

のオゾンを高速で噴出させる。このオゾンリングを植物群落上約0.5 mに置き、リング中央のオゾ

ン濃度が、外気オゾン濃度の1.5倍《1.6倍》になるよう、午前9時から日没までオゾンを放出した。

オゾンは酸素から放電で生成し、高圧空気と混合した後に、大気へ放出する。放出時のオゾン濃

度は約5％で、残り95%は酸素であるが、放出量が微小なため、植物群落周辺の酸素濃度に及ぼす

影響は無視できる。なお、降雨時やオゾン濃度が20 ppb以下の時は、オゾン放出を止めた。 

 

（２）コムギの開放系オゾン暴露実験 

 コムギ4品種：Yannong 19 (YN19: 山東省の強力粉品種)、Yangmai 16 (YM16: 江蘇省の中力粉

品種)、Yangmai 15 (YM15: 同じく薄力粉品種)、Yangfumai 2 （YFM2: 同じく薄力粉品種）を用

いて実験を行った。播種は2006年11月5日（2007年11月5日）で、25 cm間隔の条播とし、窒素は全

量210 kgN ha-1を、基肥6割：分げつ期1割：節間伸長期3割の分施とした。リン酸とカリウムは、

90 kg P2O5 ha
-1及び90 kg K2O ha

-1を、それぞれ基肥5割、節間伸長期5割で分施した。オゾン放出

は、2007年4月11日から5月22日まで《2008年3月5日から5月28日まで》行った。開花期は、品種に

よってやや異なるが4月20日前後、成熟は5月末から6月初めであった。2007年4月11日から5月29

日まで《2008年4月10 日から5月28日まで》のM7(日中7時間平均オゾン濃度)は、A-O3区が54.9 ppb

《53.7 ppb》、E-O3区が72.6 ppb《66.0 ppb》、また同期間のAOT40（閾値40 ppb以上の1時間平

均オゾン濃度の積分値）は、A-O3区が7.85 ppm h《7.23 ppm h》、E-O3区が14.65 ppm h 《13.64 

ppm h》であった。E-O3区のM7が、A-O3区のそれの約1.32倍《1.23倍》に止まったのは、雨天や低

オゾン濃度、停電などのために、オゾンを放出しなかった時間があったことによる。 

 

（３）イネの開放系オゾン暴露実験 

 水稲4品種：Wuyujing 15（WJ15: 日本型品種）、Yangdao 6（YD6: インド型品種）、Shanyou 63

（SY63: 標準的なハイブリッド品種）、Liangyoupeijiu（LYPJ: 新しいハイブリッド品種）を用

いて実験を行った。2007年5月20日《2008年5月23日》に播種し、同じく6月17日に24株m-2の密度で

田植えをした。施肥は、窒素全量の200 kgN ha-1を、基肥5割：分げつ期1割：幼穂形成期4割で分

施し、リン酸とカリウムはいずれも70 kg ha-1を全量基肥で施用した。田植え後の管理は、地域の

慣行に従った。7月1日にオゾンの放出を開始し、その後9月末日まで3か月間のM7(日中7時間平均

オゾン濃度)はA-O3区の42.3 ppb《38.2 ppb》に対し、E-O3区は52.4 ppb《46.9 ppb》 と1.24倍

《1.23倍》となった。 

 

（４）東アジアのコムギとイネの生産に及ぼすオゾン濃度上昇の影響予測 

 東アジアのコムギ生産に及ぼす地表オゾン濃度上昇の影響を、開放系オゾン曝露実験結果のス

ケールアップで推定した。従来の方法では、まずドウス-レスポンス関係を確立し、仮想的にオゾ

ンの影響が無い時の収量を推定して、それからの減収量を求めるのに対して、この方法では、現

在の農作物収量を基準として、将来オゾン濃度が上昇した時の減収を推定する。現在オゾンがど

のくらい影響しているかよりは、今後どのくらい影響するかが実際上重要と考える。開放系オゾ
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ン曝露実験の結果は、その答えを直接示しており、従って下記の方法により、2000年を基準とし

た時の2020年の減収率RYL wheatを、実験結果から見積もることが可能である。 

RYL wheat = 1-exp(a * (AFst62020 – AFst62000)), 

 a = log(1-RYL FACE)/(ΔAFst6 FACE)  

ここで、AFst62000 およびAFst62020 はそれぞれ2000年と2020年について、サブ課題３の方法で求め

たAFst6（閾値を6 n mol m-2 s-1とした止葉によるオゾン吸収量の積分値）、RYL FACEとΔAFst6 FACE

は、開放系オゾン曝露実験の減収率とAFst6増加量である。 

 イネについても同様の方法で、2000年から2020年にかけてのオゾン濃度上昇の影響を開放系オ

ゾン曝露実験結果から見積もることができる。ただし、サブ課題２で、イネについてはオゾン吸

収量をオゾンの影響指標とすることに問題があることが分かったので、ここではM7(日中7時間の

平均値)とAOT40（40ppb以上の日中オゾン濃度を、イネの出穂40日前から出穂30日後まで積分した

値）を用いた。すなわち、 

RYLrice_M7 = 1-exp(b * (M72020 – M72000)), 

 b = log(1-RYL FACE)/(ΔM7 FACE)  

RYLrice_AOT40 = 1-exp(c * (AOT402020 - AOT402000)), 

 c = log(1-RYL FACE)/(ΔAOT40 FACE)   

なお、後記のとおり、コムギと違ってイネは品種によってオゾンの影響が異なるため、実験で用

いた品種が栽培されている中国に限って予測を行った。オゾン前駆物質の排出シナリオや、各地

点の減収率から全体の減収量を推定する方法は、サブ課題３と同一である。 

 

４．結果・考察 

（１） 開放系オゾン暴露装置の制御性能 

 オゾン放出期間について、リング中央でのオゾン濃度と目標値のずれをみると、コムギ、イネ

ともほぼ90％の期間で、目標値から15％以内に制御できた（表1）。一方、オゾン放出期間全体 

表1．リング中央でのオゾン濃度制御精度（2007年） 

目標値から 

のずれ 

作期 

< 5% < 10% < 15% < 20% > 20% 

 

コムギ 

期間割合 (%) 

37.3 71.6 88.7 92. 5 7.6 

イネ 45.1 73. 6 90.2 94.6 5.4 
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の平均濃度は、リング内の場所によって最大5 ppb程度に収まった（図1）。オゾン濃度の空間分

布は、風向の分布と対応しており、風上側が高濃度、風下側が低濃度となる傾向があった。 

 オゾン曝露装置内のオゾン濃度変動が現実とは異なる可能性を調べるために、AOT40とM7の関係

を調べたところ、Mills et al. (2007)が見出した両者の関係と極めてよく一致しており（図2）、

開放系オゾン曝露装置内のオゾン濃度変動は、現実を良く再現していると考えられた。なお、図2

に示したのは、オゾン濃度の1時間平均値から計算したAOT40であるが、より短期間の時間変動の

影響も調べた。その結果、1分間平均オゾン濃度から計算したAOT40と1時間平均濃度から計算した

AOT40の違いは2%以下に過ぎず、短時間変動についても、問題無いことが分かった。 

図1．オゾンリング内の平均オゾン濃度の分布. 2008年のコムギ実験に

おける、オゾン放出期間（3月5日-5月28日）中の平均オゾン濃度 

61.2

61.8

62.4

63

63.6

64.2

64.8

65.4

66

66.6

66.3 

65.1 

63.9 

62.7 

61.5 

図2. 開放系オゾン曝露装置内におけるイネの栽培期間中3か月間のAOT40とM7の関係 
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（２）コムギの収量に及ぼす

オゾン濃度上昇の影響 

2年間をこみにして解析し

たところ、コムギの収量は、

オ ゾ ン 濃 度 上 昇 に よ っ て

17-27 ％ 低 下 し た が

（p=0.0004）、品種とオゾン

の交互作用は全く有意でな

く（p=0.41）、オゾンによる

減収に品種間の差は見られ

なかった(図3上)。オゾンに

よる減収は、ほとんど粒重の

低下（p=0.003）とパラレル

であったが(図3下)、粒重の

低下は有意な品種間差を示

した（p=0.015）。成熟時の

粒重は、粒重の増加期間と増

加速度に依存するが、オゾン

濃度上昇は、期間と速度の両

方を低下させた。この他、オ

ゾン濃度上昇によって、地上

部バイオマス重と収穫係数

が低下する一方で、粒中のタ

ン パ ク 含 量 は 、 平 均 13％

（p=0.002）増加した。 

 

（３）イネの収量に及ぼすオ

ゾン濃度上昇の影響 

2年間をこみにして解析したところ、イネの収量はオゾン濃度上昇によって5-24％低下した

（p=0.0006）（図4上）。品種とオゾンの間には弱い交互作用が見られ（p=0.097）、ハイブリッ

ド品種の減収が大きい傾向にあった。オゾンによる減収は、主に1穂当たりモミ数の減尐（p=0.007）

によっており(図4下)、しかも品種によって減尐程度が明らかに異なった（p=0.009）。ハイブリ

ッド品種の1穂当たりモミ数が11-18% 減尐したのに対して、通常品種は日本型、インド型ともに、

ほとんど減尐しなかった。1穂モミ数は、頴花の分化数と退化数の差し引きで決まるが、ハイブリ

ッド品種では、この収量構成要素が最も影響を受けたことから、幼穂分化期から幼穂生長期のオ

ゾンの影響が重要であると考えられる。これは、穀粒の肥大がオゾンで最も強く影響されるコム

ギとは明らかに異なっており、オゾン・ドウスの算出期間にも、反映させなくてはならないと思

われる。 
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図3．オゾン濃度上昇がコムギ収量（上）と粒重 (下)に及
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一方、通常品種ではモミ

の分化数に違いがなく、退

化数はわずかに増加したが、

結局モミ数に大きな変化が

見られなかった。1穂モミ数

の減尐と同様の品種間差は、

草丈と主稈葉数の減尐にも

見られた。 

 

（４）従来のオゾンドウス

－レスポンス関係との比較 

 従来、オープントップチ

ャンバーなどを用いた実験

で得られたオゾンドウス－

レスポンス関係と、本実験

の結果を比較した。 

コムギは、止葉が気孔か

ら吸収したオゾン量のうち、

6 nmol m-2 s-1を超えた部分

を積分したAFst6を、サブ課

題２で開発したモデルで推

定し、Pleijel ら(2007)に

よる減収率との関係式と比

較した。その際、A-O3区の

オゾンによる減収率が既存

の関係式に一致するものと

して、E-O3区の減収率を示

した（図5左）。 

一方、イネについてはサ

ブ課題2の結果から、AFst6

が必ずしも適切なオゾン影

響指標でないと考えられた

ので、Kobayashi et 

al.(1995)によるM7との関

係式を比較に用いた（図5右）。なお、Kobayashi et al. (1995)の関係式は、Jin et al.（2001）

および Olszyk et al.(1988)の関係式と大きな違いは無い。 

図5から、コムギ、イネともに、開放系オゾン暴露実験でみられた減収は、以前にオープントッ

プチャンバーなどで得られた関係から推定されるよりも大きい。特にイネでは、ハイブリッド品

種の減収が、従来の通常品種の結果から推定したよりも、明らかに大きい（図5右）。 

図4．オゾン濃度上昇が米収量（上）と1穂あたりモミ数 (下)

に及ぼす影響. EはE-O3区、AはA-O3区の平均値. LYPJとSY63

はハイブリッド品種、YD6はインド型、WJ15は日本型のいずれ

も通常品種。 
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表2. 2000年から2020年のオゾン濃度上昇が東ア

ジアのコムギ生産に及ぼす影響. ΔRYLは2000年

を基準とした減収率、ΔPLは同じく減収量。 

推定方法 地域 ΔRYL(%) ΔPL(万 t) 

AFst6_FACE 

中国 17.1  1945 

インド 15.8  1122  

日本 1.8  1  

合計 16.5  3068  

AFst6_EMEP 

中国 7.4  843  

インド 7.8  558  

日本 0.7  0  

合計 7.5  1403  

AOT40 

中国 13.3  1511  

インド 9.1  651  

日本 2.7  2  

合計 11.7  2164  

 

（５）東アジアのコムギ生産に及ぼすオゾンの影響 

 開放系実験の結果を、直接スケールア

ップして、東アジアのコムギ生産に及ぼ

す2000年から2020年のオゾン濃度上昇

の影響を見積もると、中国では17%の減

収が予測される（表2）。インドでも16%

と大きな減収が予想されるが、日本の減

収は2%弱に過ぎない。サブ課題3で、ヨ

ーロッパの関係式を使って、AFst6から

予測した減収と比べると2倍強と大きい

のは、図5左の比較からもうなずける。

ただし、AOT40で推定した減収とは大差

ない。開放系実験でのAFst6の増加範囲

は、2000年から2020年にかけて想定され

る増加範囲をほぼカバーしているため

（サブ課題３の図8参照）、以上の見積

もりの信頼性は高い。 

 

（６）中国の米生産に及ぼすオゾン濃度上昇の影響 

サブ課題３では、Kobayashi et al. (1995) の関係式を用いて、2000年から2020年にかけてのオ

ゾン濃度上昇が、東アジアの米生産に及ぼす影響を予測した。この関係式は、日本の主要品種に

及ぼすオゾンの影響を推定したもので、オゾンへの感受性が高い中国のハイブリッド品種への影

響を過小評価する。そこで、中国を対象として、開放系曝露実験の結果を、コムギと同様にスケ

図5．開放系オゾン暴露実験の結果と従来のドウス・レスポンス関係の比較。左：コムギ、右：イネ  
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   作型 

    生産/減収 早稲 中稲 晩稲 合計 

推定方法 生産量（万ｔ） 4097  10240  4812  19149  

Kobayashi et al. 

(1995) (日本品種) 

ΔRYL(%) 3.9  2.5  3.8  3.1  

ΔPL(万 t) 161  254  186  597  

FACE M7 

ハイブリ

ッド品種 

ΔRYL(%) 48.6  35.7  47.8  41.5  

ΔPL(万 t) 1989  3654  2301  7944  

通常品種 
ΔRYL(%) 20.6  15.5  20.2  17.8  

ΔPL(万 t) 842  1591  973  3406  

FACE 

AOT40 

ハイブリ

ッド品種 

ΔRYL(%) 41  31.9  40.9  36.1  

ΔPL(万 t) 1677  3263  1968  6909  

通常品種 
ΔRYL(%) 17.8  14.1  17.8  15.8  

ΔPL(万 t) 730  1448  856  3034  

 

表3. 2000年から2020年へのオゾン濃度上昇が中国の米生産に及ぼす影響。 

ΔRYLは2000年を基準とした減収率、ΔPLは同じく減収量。 

ールアップして、2020年までのオゾ

ン濃度上昇で生じる減収量を予測

した。開放系オゾン暴露実験では、

E-O3区のM7はA-O3区のそれよりも、

２年間平均で8.9ppb高かった。この

8.9ppbの増加幅を、サブ課題3で推

定した2000年から2020年へのオゾ

ン濃度上昇幅と比べた（図6）。イ

ネの栽培期間が夏季であるため、窒

素化合物の増加で夜間のオゾン破

壊効果が強化される影響を、日中の

オゾン生成速度増大の影響が上回

るため、中国のイネ栽培地域でのM7

は全域で増加する。早稲、晩稲など

の栽培期間の違いはさほど大きくな

く、全栽培域の6%程度で20ppbvを超

える顕著な増加が生じ、また全栽培

域の50%程度の地点で、開放系実験の E-O3 と A-O3の差(8.9ppbv)を超えるM7の上昇が予測される。

従って、多くの地点で外挿にならざるを得ないが、M7と減収率の関係が8.9 ppbvを超えても保た

ちれると仮定して、中国におけるイネの減収を見積もった結果は、表3のとおりである。 

日本の品種と比較して中国のイネ品種、とくにハイブリッド品種はオゾン濃度上昇の影響を受

けやすく、ハイブリッド品種の減収率は40%を超えると見積もられた。早稲、晩稲が中稲（1期作

図6.2000年から2020年にかけてのイネ栽培期間中 

日中7時間平均オゾン濃度上昇幅の頻度分布。 
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イネ）よりも減収率が高くなるのは、オゾン濃度上昇の変動が大きい中国南部、とくに広東省が

二期作地帯であるためと考えられる。ただし、前記のとおり、開放系実験のオゾン濃度上昇幅を

超える地域については外挿のために、予想した減収率の信頼性は高くない。それにしても、日中

のオゾン濃度の平均値が20ppbも上昇すれば、極めて大きな影響があることは間違いなく、開放系

実験で見られた20%の減収を超える影響が生じる可能性は高い。これまで中国の食料生産量増加を

支えてきたハイブリッド品種が、特にオゾンで減収しやすいことは、中国の食料供給にとって危

機的な意味を持つ。しかし、品種間でオゾンの影響に違いが見られることは、品種の選択や育種

によって、影響を軽減する可能性も示している。今後、オゾン前駆物質の排出削減対策とともに、

品種間でオゾンの影響に違いが生じるしくみを利用した影響軽減対策の確立を急ぐ必要がある。 

 

５．本研究により得られた成果 

（１）科学的意義 

 コムギとイネについて、世界最初の開放系オゾン暴露実験を行い、コムギ、イネともに、オゾ

ンによる減収が従来の実験から推定されるよりも大きいことを明らかにした。特に、ハイブリッ

ドイネ品種は、通常の品種よりも大きく減収することを明らかにした。コムギでは、減収の主な

要因が粒重の減尐なので、出穂期から登熟期にオゾンドウスを算出することが合理的である。一

方イネでは、1穂当りモミ数の減尐が減収の主原因であることから、コムギとは異なり、幼穂形成

期から出穂前にかけてがオゾンドウス算出に重要な期間と考えられる。オゾンによる減収とその

品種間差については、今後さらに原因を追究する必要があるが、アジアにおけるイネの重要性と

今後のオゾン濃度上昇を考慮すると、科学的にもまた食料生産への影響からも、極めて意義深い

結果が得られたものと考える。 

 

（２）地球環境政策への貢献 

 食料安全保障は、どの国でも基本的な国家目標の一つであるが、中国にとってはそれがとりわ

け決定的な重要性を持つ。中国は、コムギやコメといった基本的食料を自国で生産せざるを得な

いが、それが地表オゾン濃度上昇によって脅かされようとしていることが明らかになった。今後、

より強い環境保護に向けた政策を早急にとる上で、本成果は科学的貢献が期待できる。 
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７．国際共同研究等の状況 

 開放系オゾン暴露実験は、中国科学院土壌科学研究所および揚州大学の研究者との緊密な協力

の下に実施している。また、米国イリノイ大学のDr. Steve Long、同プリンストン大学のDr. Denise 

Mauzerall、そして英国ヨーク大学のDr. Lisa Embersonからは、アドバイザーとして研究結果と

研究計画について意見を頂いている。特に、Dr. Lisa Embersonが主催しているAPCEN（アジア大

気汚染農作物影響ネットワーク）の集会に招かれて、講演を行った（2008年3月12－13日）。中国

科学院土壌科学研究所では、今後も独自予算にてコムギとイネの開放系オゾン曝露実験を継続す

る計画であり、一層の進展が見込まれる。その結果、南・東南アジアの研究者とも共同研究が進

むものと期待される。本研究の成果は、国連環境計画(UNEP)の主導で進みつつある、ABC 

(Atmospheric Brown Cloud) プロジェクトの活動の一環として、東アジアでの大気環境影響の予

測に貢献する。 
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